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第
八
十
五
号 

皇太子殿下奉送迎活動報告 

●開催日時 ７月１７日(日) 午後１時
～午後３時 ●会場 昭和区 御器所
交差点南西角地 ●会費 無料 ●参
加者数 ５名●内容 街頭演説活動「自
主憲法制定について」…汗ばむような陽
気の中でしたが、各弁士が自主憲法制
定についてしっかり訴えさせて頂きました。
約２年ぶりに再会した支援者の方や同じ
志を持つ方からの声援など、いつも以上
に出会いの多い日となりました。全体的
にはチラシはもらって下さるものの反応は
イマイチという感じでしたが、自主憲法制
定の重要性はしっかりとお伝えできたかと
思います。 
 
（名古屋東部支部 事務局長 加藤貴之） 

名古屋東部支部  
第３２回街宣活動実施！ 

去る８月４日、春日井支部主催によ
る河添恵子氏講演会が開催された。
「中国が仕掛ける歴史戦に日本が負
けないために」とのテーマで約１時間
半にわたって、何故、中国が歴史戦
を仕掛けて来るのか、その意味につ
いて詳しく解説された。 
歴史戦は軍事的侵攻の前哨戦であ
る。連日の中国軍艦や漁船団の尖
閣領海を侵入が伝えられているが、
いまや歴史も軍事も同時進行である
ことを認識した次第である。 

去る８月５日～７日、第１５回もうひ
とつの戦争展が開催された。 
テーマを「中国歴史戦にどう打ち勝
つか」として、中国はなぜ我が国を
狙うのか、どのような手段で我が国
の弱体化を図っているのかにつき、
多方面からの切り口でのパネル展
示があった。 
また、特別企画として我那覇真子
氏による「日本を守る沖縄の戦い」
と題した講演会も開催された。 
 

春日井支部が河添恵子氏 
講演会を盛大に開催！ 

第１５回もうひとつの戦争展 開催さる 

皇太子殿下におかれま
しては、去る８月７日～
８日の２日間、愛知県を
行啓あそばされました。
７日には、安城市と西
尾市を御視察。８日は、
第１８回結晶成長国際
会議への御臨席と熱田
神宮を御参拝なされま
した。各地で国旗小旗
による奉迎をお受けに
なり、御機嫌麗しく御帰
京されました。 

去る８月４日、春日井支部主催によ
る河添恵子氏講演会が開催された。
約１時間半にわたって、何故、中国
が歴史戦を仕掛けて来るのか、そ
の意味について詳しく解説された。 

歴史戦は軍事的侵攻の前哨戦であ
る。連日の中国軍艦や漁船団の尖
閣領海を侵入が伝えられているが、
いまや歴史も軍事も同時進行であ
ることを認識した次第である。 

講演終了後は、ご著書のサイン会
や懇親会が企画され、和やかな一
夕となった。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■９月４日（日）午前８時開始。 
■引き続き１０月２日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★８月７日は、１３名の方が参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （８月７日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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陵
墓
参
拝
記 

そ
の
十
九 

十
三
日
（
水
）
参
議
院
選
挙
勝
利
奉
告
に
熱

田
神
宮
を
参
拝
。
午
後
七
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
が
「
陛
下
は
生
前
退
位
の
ご
意

向
」
と
報
道
。
関
係
者
よ
り
問
い
合
わ
せ
あ

り
。 

二
十
五
日
（
月
）
五
十
八
才
の
誕
生
日
。
我

が
家
で
は
、
粗
飯
な
が
ら
お
祝
い
を
し
て
く

れ
た
。 

二
十
九
日
（
金
）
明
日
か
ら
の
会
議
の
た
め
、

一
日
早
く
上
京
。
以
前
か
ら
訪
ね
て
み
た

か
っ
た
、
埼
玉
県
川
越
市
の
小
江
戸
を
散
策
。

明
治
時
代
の
貴
重
な
歴
史
的
建
物
が
、
今
な

お
現
役
の
商
店
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
昭
和
時
代
そ
の
ま
ま
の
洋
品
店
な
ど
が
あ

り
、
子
供
時
代
を
思
い
出
し
た
。 

昨
年
十
一
月
下
旬
の
平
日
、
近
鉄
名
古

屋
駅
か
ら
松
坂
行
き
の
急
行
列
車
に
乗

り
、
伊
勢
中
川
駅
で
大
阪
上
本
町
行
き

急
行
列
車
に
乗
り
換
え
青
山
町
の
駅
に

降
り
立
ち
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
を
経

て
現
在
は
伊
賀
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
気
は
快
晴
、
気
持
ち
の
よ
い
日
で
す
。

こ
の
日
参
拝
し
た
の
は
、
第
十
一
代
垂

仁
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
息
速
別
命
（
イ

コ
ハ
ヤ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
お
墓
で
す
。

駅
前
の
道
を
南
下
し
木
津
川
の
橋
を
渡

る
と
「
初
瀬
街
道 

阿
保
宿
」
の
看
板

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
伊
賀
市
阿
保
は
奈

良
県
桜
井
市
初
瀬
か
ら
松
阪
市
へ
抜
け

る
初
瀬
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

と
こ
ろ
で
す
。 

が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
、
こ

こ
は
代
々
の
斎
宮
が
大
和
国
や
山
城

国
か
ら
伊
勢
神
宮
に
向
か
う
途
中
に

休
憩
、
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

聖
武
天
皇
も
お
泊
り
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。 

 

そ
し
て
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
く
と

お
墓
が
あ
り
ま
す
。
右
手
の
民
家
に

挟
ま
れ
た
参
道
を
進
む
と
田
ん
ぼ
の

中
に
こ
ん
も
り
と
し
た
直
径
五
十

メ
ー
ト
ル
の
森
が
あ
り
正
面
に
は
鳥

居
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居
に
向
か
っ
て

参
拝
、
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

十
日
（
日
）
参
議
院
選
挙
投
開
票
。
テ

レ
ビ
の
選
挙
速
報
で
は
、
各
社
が
日
本

会
議
を
取
り
上
げ
て
い
た
。 

十
一
日
（
月
）
「
改
憲
勢
力
三
分
の

二
」
の
見
出
し
が
新
聞
各
紙
を
飾
る
。

大
き
な
山
を
ひ
と
つ
乗
り
越
え
た
。
続

く
国
会
発
議
、
国
民
投
票
へ
と
更
に
邁

進
し
て
行
き
た
い
。 

十
二
日
（
火
）
戦
争
展
全
体
会
議
に
参

加
。
参
加
団
体
よ
り
最
終
の
意
見
調
整

な
ど
が
あ
っ
た
。 

実
は
こ
の
古
墳
は
考
古
学
的
に
六
世

紀
ぐ
ら
い
の
も
の
と
の
こ
と
、
年
代

が
合
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
東
に
一

キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
式
内
、

大
村
神
社
の
御
祭
神
、
大
村
大
神
が

息
速
別
命
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
村

神
社
が
鎮
座
す
る
小
高
い
山
に
は

数
々
の
古
墳
が
あ
る
そ
う
で
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
本
当
の
息
速
別
命
の
お

墓
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

参
道
を
戻
り
道
路
を
挟
ん
だ
反
対
側

に
は
「
阿
保
頓
宮
跡
こ
の
上
」
の
看

板
が
、
石
段
を
上
が
っ
て
い
く
と
林

に
囲
ま
れ
た
三
十
メ
ー
ト
ル
四
方
く

ら
い
の
平
地
に
阿
保
頓
宮
跡
の
石
碑 

へ
。
今
月
よ
り
月
参
り
が
始
ま
り
、
終

了
後
は
有
志
が
昇
殿
参
拝
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。 

六
日
（
水
）
八
月
に
開
催
さ
れ
る
各
種

行
事
案
内
チ
ラ
シ
の
封
入
作
業
。
約
五

百
通
を
発
送
し
た
。 

八
日
（
金
）
到
来
物
の
台
湾
マ
ン
ゴ
ー

が
届
く
。
早
速
、
最
寄
り
の
数
軒
に
お

す
そ
分
け
し
た
。 

一
日
（
金
）
用
務
に
て
伊
勢
市
へ
。

終
了
後
、
内
宮
を
参
拝
し
参
議
院
選

挙
勝
利
の
祈
願
。
と
ん
ぼ
返
り
で
名

古
屋
へ
。 

三
日
（
日
）
愛
知
縣
護
國
神
社
清
掃 

若
戎
酒
造
に
も
ど
り
、
三
種
類
の
お

酒
を
試
飲
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

「
し
ぼ
り
た
て
」
と
い
う
お
酒
を
購

入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ら
か
じ
め

調
べ
て
お
い
た
近
く
に
あ
る
カ
ジ
ュ

ア
ル
イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
「
チ
ャ

チ
ャ
マ
ル
」
で
ラ
ン
チ
を
済
ま
せ
ま

し
た
。 

午
後
、
大
村
神
社
を
参
拝
。
二
礼
二

拍
手
一
礼
。
ち
ょ
う
ど
神
職
の
方
が

い
ら
し
た
の
で
古
墳
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
い
つ
も
の
参
拝
は
い
く

つ
か
を
あ
わ
た
だ
し
く
巡
る
の
で
す

が
、
今
回
は
の
ん
び
り
と
し
た
参
拝

で
し
た
。
（
愛
知
県
本
部 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

 

初
瀬
街
道
の
旧
街
道
を
西
へ
進
む
と
若

戎
酒
造
と
い
う
造
り
酒
屋
が
あ
り
ま
し

た
。
誘
わ
れ
る
よ
う
に
お
店
に
入
る
と

お
店
の
お
姉
さ
ん
に
試
飲
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
参
拝
が
先
だ
と
思
い

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
お
姉
さ
ん
の
話
だ

と
今
日
は
近
所
で
不
幸
が
あ
っ
た
た
め

店
を
十
二
時
か
ら
十
四
時
ま
で
閉
め
る

と
の
こ
と
、
十
二
時
ま
で
ま
だ
一
時
間

以
上
あ
っ
た
の
で
参
拝
を
済
ま
せ
て
ま

た
来
よ
う
と
思
い
店
を
出
ま
し
た
。
旧

街
道
を
更
に
西
へ
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

進
み
大
き
な
常
夜
灯
の
灯
籠
を
右
手
に

見
つ
つ
左
に
折
れ
て
南
下
し
ま
し
た
。 


